
ガールスカウト日本連盟主催
- 女性も活躍する時代に向けて -

全国の女子高校生たちが、現代社会における課題とその原因について学び、
社会に変化を起こすために必要なチカラをつける３つのキャンプを開催！

公益社団法人ガールスカウト日本連盟（会長：花岡美智子　東京都渋谷区）は、8月 6日（月）から
8月 19 日（日）にかけて、戸隠ガールスカウトセンター（長野県長野市）にて、全国の女子高校生総勢
91 人が参加するキャンプを開催します。

SPEAK OUT FOR GIRLS CAMP
8月 6日（月）～8月 9日（木）　3泊 4日・舎営
テーマ：社会に Impact を！壊そうジェンダーの固定観念
内容：無意識に人の心にあるジェンダーによる差別や暴力に
ついて学び、解決に向け自分たちが行動を起こせるようにな
るためのスキルを身につけます。

TAKE ACTION FOR GIRLS CAMP
8月 15 日（水）～8月 18 日（土）　3泊 4日・舎営
テーマ：社会に Impact を！壊そう作られた容姿への固定観念
内容：メディアによって無意識に植えつけられている容姿への
固定観念を知り、その問題解決に向けて意思決定者に働きかけ
るためのスキルを学びます。

当日はぜひ取材に起こしいただきたく、ご案内申し上げます。取材をご予定の際は、8月 3日（金）までに
ガールスカウト日本連盟へご一報ください。※会場への通行には事前申請が必要な箇所があります。

2018 年 7月 31 日

報道関係者各位

■ 3 つのキャンプ概要

8月 16 日（木）13：00～15：00
ゲストスピーカー：朝日新聞社　記者　岡林佐和氏
　「世の中に発信されている情報に対し
　　　　　　　　　　　　　どのような視点を持つべきなのか」

8月 7日（水）13：00～15：00
ゲストスピーカー：
ジョイセフ I LADY. アクティビスト 櫻井彩乃氏（Torch for Girls 代表）
　「ジェンダーによる問題に気づき、自分が行動を起こしたこと」



■ ガールスカウトだからできること
　
　ガールスカウト日本連盟が主催する３つのキャンプでは、女子高校生たちがこのような
社会の現状とその原因を知り、課題に対して「どうすればいいのか？」を初めて出会う仲
間たちと、ゲストスピーカーの話やアクティビティを通して学び、考えます。少女たちが
得た知識と行動が、彼女たちのコミュニティ（社会）に少しずつ変化を起こします。
　これらのキャンプを通して、高いコミュニケーション能力、リーダーシップ、チームビ
ルディング、自分にとって必要となる正しい情報を取捨選択できる力を身につけます。

GIRLS CHALLENGE CAMP
8月 15 日（水）～8月 19 日（日）　４泊 5日・野営
テーマ：挑戦する
内容：野外でのキャンプは衣、食、住、すべてを仲間たちと作
り上げる必要があることから、協力しあい、リーダーシップを
発揮して物事を成し遂げる力をつける最高の機会となります。
災害が頻発する現代社会において、いざというときどう行動す
れば自分の身を守れるのか。現代社会で生きていくためのコミュ
ニケーション力、問題解決力、自ら考える力、リーダーシップ
を、キャンプを通して身につけます。

本件に関するお問い合わせ：公益社団法人ガールスカウト日本連盟　担当：阿部・宮岡
TEL:03-3460-0701　FAX:03-3460-8383　Email:gsj_pr@girlscout.or.jp
〒151-0066　東京都渋谷区西原 1-40-3　www.girlscout.or.jp
当日の連絡先：戸隠ガールスカウトセンター TEL：026-254-2104

日本のガールスカウトは 2020 年に
100 周年を迎えます

１. 多くの少女や女性は、日常的にジェンダーに起因する不平等、さまざまな種類の差別や暴力を受けています。
  　私たちの社会の中には、無意識にジェンダーの不平等を助長する、文化的・社会的な通念や価値観が多くあります。

　　・1回でもデートDVの被害にあった女性の割合　44.5％　男性は 27.4％
　　　　（「デートDV白書」Vol.5 認定 NPO法人エンパワメントかながわ / 2017 年 3 月）
　　・日本人女性の 3人に一人がネット上でセクハラを受けている
　　　　（ノートン オンラインハラスメント調査 / 2017 年 11 月）

2. 多くの少女が日々の生活の中で、目が大きい、鼻が高い、痩せているなど「社会で形成されている理想的な容姿の
　イメージ」にとらわれ、自信を失っています。

　　・自分の容姿を肯定的に受け入れている日本の少女は 7％（世界平均 46％）
　　　　（「少女たちの美と自己肯定感に関する世界調査レポート」ダヴ / 2017、14 カ国 10 歳～ 17 歳の少女 5,165 人を
　　　　　対象にした調査）
　　・「自分自身に満足している」青少年は、諸外国平均約 80％に対し、日本 45.8％
　　　　（内閣府「わが国と諸外国の若者の意識に関する調査」 / 平成 25 年度）

■ 調査から見える日本の少女と女性


